
【令和元年度　日本人等民間奨学金リスト】
　
※　このリストは、令和元年度に学内で募集実績のあった奨学金一覧です。今年度も必ず募集があるとは限りません。また、募集条件も変更になる可能性もありますので、必ず募集要項等で詳細を確認してください。
※　奨学財団から募集依頼がある度に、掲示板および学生支援課ウェブサイトでお知らせしています。

学部 修士 博士 研究生

4月 大学推薦 （公財）味の素奨学会 貸与

学部：自宅30,000円、自宅外35,000円／
月額（無利子）
院：自宅40,000円、自宅外45,000円／月
額（無利子）

最短修業年限まで ○
3,4年生

○ ○ 理系 併用可 ○
△

資料提
出

・学部3、4年生および大学院生で化学をはじめとする理系全般の学科を専攻する学生
・成績抜群にして、身体強健、志操堅固な者
・採用された場合、大学院（修士・博士課程）へ進学を目指す女性毎年約１名を対象に貸与された
全額を免除（最大2年間を限度）する制度（鈴木ナカ記念奨学制度）あり

15名 2～3名 1名 1名 1名

4月 大学推薦 （一財）関育英奨学会 貸与 30,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○
2年生

併用可 ○ ○
・学部2年生に在学し、人物、学業とも優秀かつ健康でありながら、学費の支弁が困難と認められ
る者
・財団の各種行事等に積極的に参加し、奨学生間の意識を高め相互の親睦に努めること

20名 1名 1名 0名 0名

4月 大学推薦 （公財）春秋育英会
給付／
貸与

30,000円／月額
（内訳　給付：20,000円、貸与：10,000円
（無利子））

最短修業年限まで ○
修了時26歳を
超えないこと

併用可 ○ ○

・原則として保護者の年収が800万円以下
・奨学金は交付金額30,000円のうち20,000円が給付、10,000円が貸与（無利子）される
・日本在住の保証人が得られる者
・採用後、首都圏在住の奨学生は、毎年4月に財団にて面接を行う

記載無 2名 9名 2名 2名

4月 大学推薦 （公財）髙村育英会 給付 50,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

給付奨学金、授業料免除
との併用不可

○ ○

・平成31年4月学部に入学し、学業、人物共に優秀でかつ健康であって、学費の支弁が困難と認
められる者
・入試成績が学部上位2/3以内の者または推薦入学等でそれに準ずる者
・家計維持者の平成30年度分の課税所得が300万円以下（給与収入600万円程度以下）
・次のいずれかに該当すること。母子、父子世帯・障害者のいる世帯・長期療養者（6か月以上）の
いる世帯・火災、風水害、盗難等の著しい被害を受けた世帯・生活保護世帯及びこれに準ずると
認められる世帯

15名 1名 0名 0名 0名

4月 大学推薦
（公財）中村積善会
給費奨学金

給付 30,000円／月額 最短修業年限まで ○ ○ ○
40歳まで
（出願時）

併用可 ○ ○

・学部1年生：入学前直近の成績が平均水準以上
・学部2年生以上：前年度までの成績が平均水準以上
・大学院：大学ならびに大学院の成績が特に優れ、将来高度な社会人・職業人として活動する能
力があると認められる者
・家計基準（共通）：日本学生支援機構第一種の家計基準を満たす者
・10月入学者、学業に支障のあるような定職またはアルバイトに従事している者、勤務先からの派
遣学生は応募不可

記載無 1名 26名 1名 1名

4月 大学推薦
（公財）中村積善会
給費併用型貸費奨学金

給付／
貸与

80,000円／月額
（内訳　給付：30,000円、貸与：50,000円
（無利子））

最短修業年限まで ○ ○ ○
40歳まで
（出願時）

給付奨学金との併用可、
貸与奨学金との併用不可

○ ○

・学部1年生：入学前直近の成績が平均水準以上（平均水準以下でも認められる場合がある）
・学部2年生以上：前年度までの成績が平均水準以上（平均水準以下でも認められる場合がある）
・大学院：大学ならびに大学院の成績が優れ、将来高度な社会人・職業人として活動する能力が
あると認められる者
・家計基準（共通）：日本学生支援機構第二種の家計基準を満たす者

記載無 1名 7名 1名 1名

4月 大学推薦 （公財）アイザワ記念育英財団 給付 学部：30,000円／月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

日本学生支援機構のみ
併用可

○ ○ ○

・学部2～4年生で人物、学業ともに優れ、経済的理由により修学が困難であると認められる者
・レポート提出、研修会・懇親会参加が必ずできること
・留学する予定のない者（海外留学者（交換留学等）は申請不可）
・将来、産業・文化両面において社会に貢献しようと志す者

記載無
2名（うち1名追

加推薦枠）
6名 2名 2名

4月 大学推薦 （公財）川村育英会 給付
学部：30,000円／月額
修士：60,000円／月額

2019年8月から
最短修業年限まで

○
2年生

○
1年生

化学系および機
械、電気電子工学
系

併用可 ○ ○

・2019年度学部2年生または博士課程前期1年生に在学する者
・学業優秀、品行方正、身体強健でありながら経済的理由により修学が困難と認められる者
・化学、応用化学、化学工学などの化学系、および機械、電気電子工学系を専攻
・生計を一にする家族の年間収入（祖父母の年金収入は除く）が500万円以下
・成績証明書記載の学業成績に占めるA・優以上の最優等成績の割合が50%以上
・奨学生証授与式及び交流会に原則出席すること

学部7名
院14名

学部1名
院1名

学部3名
院1名

学部0名
院1名

学部0名
院1名

4月 大学推薦 福島県奨学資金«福島県» 貸与 35,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ 貸与奨学金との併用不可 ○ ○

・福島県内の高校を卒業した者、高等学校卒業程度認定試験もしくは大学入学資格検定に合格し
た者（合格当時県内に住所を有していた場合に限る）で、入学により住所を移転するまで県内に引
き続き6か月以上住所を有していること。
・県外の高校を卒業し、卒業月に福島県奨学資金を受けていた者
・1年生：高校時の最終2カ年の評定が平均3.0以上
・2年生以上：大学における成績が本人の所属する学部の平均水準以上
・家計基準：本人の生計を主として維持する者について、所定の基準以下

123名程度 学内選考無 0名 0名 0名

4月 直接応募
（公財）東電記念財団
【翌年度支給】

給付 50,000円／月額（年4回の分割払）
最短修業年限まで

（最長3年）
○

1・2年生

28歳未満（2020
年4月1日時点）

日本学生支援機構等の
公的な奨学金との併用可

○

・2020年度に博士後期課程への進学を希望している者、または現在、博士後期課程1年もしくは2
年に在学中で2020年度に進級予定の者
・広く将来の電気・エネルギー分野の発展に資する意欲を持つ者
・同一年度内に当財団の他の募集との併願はできない
・現在、当財団の助成を受けていない者
・採用後、受給開始以降留学する場合、原則としてその期間は給付を停止する（帰国後、申請に
より修業年限までの給付再開は可能）

5名程度

5月 大学推薦 （公財）長谷川財団 給付 30,000円／月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

○ ○ 併用可 ○ ○ △
・学業意欲旺盛、品行方正、健康でありながら経済的理由等により、修学困難な者
・財団主催行事に可能な限り出席すること
・毎年度末までに学業成績表及び終了報告書を提出すること

20名程度 1名
学部2名
院5名

院1名 0名

5月 直接応募 在日本朝鮮人教育会 給付
学部1年生：160,000円／年額
学部2年生以上：200,000円／年額

1年間
（毎年再審査あり）

○ 30歳未満 給付奨学金との併用不可 ○ ○ ○
・在日朝鮮人学生（国籍不問。朝鮮半島にルーツを持つ学生）
・本国からの留学生は不可
・本教育会の指定行事及び後援行事に積極的に参加する意思のある者

記載無

5月 直接応募
（公財）原科学技術振興財団
原工学育英奨学金

給付
40,000円／月額（年間480,000円）　（年
額を2回に分け支給）

2年間 ○
3年生

○
1年生

30歳以下
（募集年度4月1
日時点）

工学系 併用可 ○ ○

・日本国籍を有する学部3年生または博士課程前期1年生であること
・工学系学部または工学系研究科に学ぶ者であること
・経済的な理由により学費の支弁が困難であること
・就学状況及び生活状況について適時報告できること

10名

5月 直接応募

（公財）交通遺児育英会
大学院　在学募集（10月まで）・
予約募集（1次8月、2次1月ま
で）

貸与
50,000円・80,000円・100,000円／月額か
ら選択（無利子）

最短修業年限まで
○

進学者含
む

○
進学者含

む

応募時25歳ま
で（当会高校奨
学生だった者
は29歳まで）

併用可 ○

・保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害のため働けず、経済的に修学
が困難な学生
・学力基準・保護者の収入基準なし
・一人の奨学生への貸与期間・貸与総額の上限は9年間・812万円、大学院奨学生としての総貸与
期間は修士2年間、博士3年間

20名

5月 直接応募
（公財）交通遺児育英会
大学　在学募集（10月まで）

貸与
40,000円・50,000円・60,000円／月額から
選択（無利子）

最短修業年限まで ○

応募時25歳ま
で（当会高校奨
学生だった者
は29歳まで）

併用可 ○

・保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害のため働けず、経済的に修学
が困難な学生
・学力基準なし
・収入基準あり（3人世帯の目安：給与所得者940万円以下、給与所得以外520万円以下、遺族年
金や障害年金は考慮しない）
・一人の奨学生への貸与期間・貸与総額の上限は9年間・812万円、大学奨学生としての総貸与期
間は4年間

300名

5月 直接応募
（一財）あしなが育英会
（病気・災害・自死遺児等）

給付／
貸与

一般：70,000円／月額
（内訳　給付：30,000円、貸与：40,000円
（無利子））
特別：80,000円／月額
（内訳　給付：30,000円、貸与：50,000円
（無利子））
　（3ヶ月ごとに3ヶ月分支給）

最短修業年限まで ○ 25歳未満 併用可 ○ ○

・保護者が病気・災害（道路上の交通事故を除く）・自死などで死亡または保護者が著しい障害を
負っており、経済的に困難な家庭であること
・1泊2日の面接試験あり
・財団主催行事に必ず参加できること

370名程度

5月 直接応募 （一財）寿財団 給付
40,000円／月額
※年額480,000円を一括給付

2年間 ○
3年生

学部3年生25歳
以下（募集年度
4月1日時点）

併用可 ○ ○

・日本国籍を有する学部3年生であること
・経済的な理由により学費の支弁が困難な者
・就学状況及び生活状況について適時報告できること
・学業成績の目安がGPA3.0以上
・収入の目安が給与収入世帯は3人世帯600万円以下、4人世帯700万円以下、5人世帯800万円
以下、給与収入以外の世帯は3人世帯250万円以下、4人世帯300万円以下、5人世帯370万円以
下

10名

5月 直接応募 （公財）日本教育文化財団 給付
20,000円／月額（年額240,000円）
（年2回、8月と1月に支給）

最短修業年限まで ○
1年生

25歳以下
（募集年度4月1
日現在）

併用可 ○ ○

・日本国籍を有する学部新1年生であること
・経済的な理由により学費の支弁が困難であること
・学業優秀かつ品行方正であること
・就学状況及び生活状況について適正に報告できること

10名程度

5月 直接応募
清流の国ぎふ大学生等奨学金
«岐阜県»

貸与 30,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ 併用可 ○ ○

・岐阜県内の高等学校等を卒業した学部生で、県外に住所を有し、県外の大学に在学しているこ
と
・卒業後に岐阜県内で就業する意思があり、かつ学業成績が優秀でありながら、経済的理由によ
り修学が困難であると認められる者
・成績基準・家計基準あり
・卒業した日の属する月の翌月から起算して6か月以内に岐阜県内に居住かつ就業し、5年間継
続することにより、奨学金全額の返還が免除される制度あり

120名

5月 直接応募
（公財）似鳥国際奨学財団上期
【翌年度支給】

給付
自宅生：50,000円／月額
自宅外生：80,000円／月額

1年間
○

給付奨学金との併用不可 ○ △ ○

・学業・人物ともに優秀で健康であり、国際理解と国際間の友好親善に寄与できる者
・日本国籍を有する者
・採用された場合、財団主催の交流会への出席、毎月の奨学生レポートの提出が必要（交流会へ
欠席、奨学生レポート提出の遅れ、提出がない場合は、奨学金が停止、もしくは打ち切りとなる）
・休学、海外留学した場合は、奨学金が停止、もしくは打ち切りとなる
・昨年の世帯総収入が800万円以下

約100名（上期・
下期合わせて）

5月 直接応募 山口県奨学金返還補助制度
返還補

助

補助対象期間の月数÷72×奨学金の
返還額（対象者に決定された年の4月か
ら2年間に貸与を受けた金額）

就業後12年間
のうち最大6年間

○
1年生

工学、理学、農
学、薬学

地方公共団体が行う奨学
金の返還支援との併用不
可

・応募時点で奨学金の貸与を受けている（申請している）者
・応募時点で、修士（博士課程前期）1年に在籍している者
・修士（博士前期）課程を修了した年の翌年4月末日までに、山口県内の製造業に就業することを
希望する者

25名程度（うち薬
剤師枠5名程度）

5月 直接応募
山形県若者定着奨学金返還支
援事業
【地方創生枠(追加募集）】

返還補
助

26,000円×平成31年4月以降の貸与月
数又は奨学金の返還残高のいずれか低
い額

○ ○

・山形県内に居住し県内の高等学校、特別支援学校高等部、専修学校高等課程を卒業し、学部、
大学院修士（博士前期）課程に平成31年度に在学する者
・卒業（修了）後6か月以内に山形県内に居住・就業し、3年間継続する見込みの者
・支援対象の産業分野（商工、農林水産、建設、医療・福祉等）に就業希望の者
・日本学生支援機構第一種奨学金の貸与を受けている者又は希望する者

7名

5月 直接応募

山形県若者定着奨学金返還支
援事業
【産業団体等連携枠（2次募
集）】

返還補
助

26,000円×平成30年4月以降の貸与月
数（上限額）

○ ○

・山形県内の高校、特別支援学校高等部又は専修学校高等課程の卒業者
・学部2年生以上、大学院修士（博士前期）課程2年生に在学し、平成32年3月以降卒業（修了）予
定の者（卒業後の就業先が決まっていない者に限る）
・卒業（修了）後6か月以内に山形県内に居住し、3年間以上継続する見込みの者
・卒業（修了）後6か月以内に助成対象分野（詳細は募集要項を参照）ごとの指定就業先に就業
し、3年間以上継続する見込みがある者
・日本学生支援機構第一種奨学金または第二種奨学金、山形県内市町村が実施する奨学金の
貸与を受けている者

募集要項参照

5月 直接応募
山梨県ものづくり人材就業支援
事業費補助金

返還補
助

卒業前2年間の貸与額（上限）
令和2年4月初日を
起点とした10年間で

8年間以上
○ ○ ○

理学部、工学部も
しくはこれらに準
ずる学部・研究科
（学府）

・日本学生支援機構第一種奨学金、第二種奨学金の貸与を受けている者
・令和元年度に卒業（修了）予定の者
・令和2年9月末までに対象業種企業（詳細は募集要項参照）における、企画・開発、製造部門へ
の就職を希望している者
・令和2年4月初日を起点とした10年間に、8年間以上山梨県内に勤務し、かつ県内に定住する見
込みであること

概ね30名

6月 大学推薦
新潟県大学奨学生
（貸与型奨学金）
«新潟県»

貸与
41,000円／月額（無利子）
※入学時一時金あり（保護者の所得要
件による）

最短修業年限まで ○
日本学生支援機構第一
種奨学金との併用不可

○ ○

・新潟県内に居住する者の子弟で学部生
・1年生：高校等における全履修科目の評定平均値が3.5以上
・2年生以上：申込時までの大学の成績で「良」以上が全履修科目数の50％超
・保護者の収入基準あり

40名程度 学内選考無 0名 0名 0名

6月 直接応募
CWAJ視覚障害学生奨学金
【翌年度支給】

給付 1,500,000円／年額 1年間 ○
2～4年生

○
年額100万円を超える給
付奨学金との併用不可

○

・身体障害等級表による級別1-6級の視覚障害者
・日本国籍あるいは日本国特別永住権をもち、出願時に日本に在住する者
・学部生は、2020年3月までに国内の4年制大学の2学年を終了していること
・大学院生は、2020年3月までに国内の4年制大学を卒業し、奨学金支給期間中（2020年4月～
2021年3月）に国内の大学院に学位取得のため在学すること
・これまでにCWAJから奨学金を受けたことのある者およびCWAJのメンバーは応募不可

２名

7月 大学推薦 （公財）栗原奨学財団 給付 20,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

○ ○
・学部1年生で、学業・人物ともに優秀で、かつ健康であり、学資の援助を受けることが必要である
と認められる者

5名以内 2～3名 0名 0名 0名

7月 大学推薦
（一財）種とまと財団
【翌年度支給】

給付 80,000円／月額 最短修業年限まで ○
4年進学者

○
進学者

理工系
民間奨学金との併用不可
（日本学生支援機構奨学
金は併用可）

○ ○ ○

・日本国籍を有し、理工系大学の学部3年生で4年生へ進級が見込まれる者または4年生で学内の
修士（博士前期）課程へ進学が決定している者
・学業優秀、健康、品行方正であり、経済的な理由により学費の支弁が困難であること
・対象分野は、工学系、理学系、情報系（医・歯学系、看護・保健・福祉系、薬学系、農学系、文系
は対象外）とする
・財団が開催する報告会等に必ず出席できる者

30名 1名 6名 1名 1名

7月 大学推薦
（公財）双葉電子記念財団
【翌年度支給】

給付 博士：100,000円／月額
1年間

（毎年の継続審査に
より最大3年間）

○
進学者含

む

自然科学系分野
給付型奨学金との併用不
可

○ ○

・2020年度に博士課程後期に在籍（進学予定を含む）し、自然科学系分野を専攻する学生
・奨学金贈呈式、成果発表会等財団の行事には原則出席し、奨学生間及び研究助成対象者との
交流を図り意識高揚、親睦に努められる者
・次年度7月に開催予定の成果報告会での発表が義務付けられる
・毎年の継続審査により最長卒業終年まで（原則3年間）受給可能

数名程度 学内選考無 2名 2名 2名

7月 大学推薦 （一社）大学女性協会 給付
一般奨学生：200,000円／1回限り
社会福祉奨学生：学部生100,000円、院
生200,000円／1回限り

1回限り

○
福祉奨学
生（2年生

以上）

○
2年生

○ ○

・一般奨学生：大学院に在籍1年以上の女子学生
・社会福祉奨学生：学部・大学院に在籍1年以上の女子学生で身体に障害のある者（身体障害者
手帳の交付を受けていること）
・過去に当協会の奨学金を授与された者は再度応募することはできない
・在籍年数に休学期間は含まない
・翌年2月末日に現在の大学に在籍であること

一般6名
福祉3名以内

一般1名
福祉1名

一般2名
福祉0名

一般1名
福祉0名

0名

7月 直接応募 （一財）富山文化財団 給付 300,000円／年額 1年間 ○ ○ ○ 併用可 ○ ○ ○

・学術優秀、品行方正であり、経済的な支援必要とする者
・「日本のものづくり」「子供の健やかな成長」「豊かな遊び文化」のいずれかに関わる事柄につい
て、目標を持って学業に取り組んでいること
・奨学生としての義務（必要書類の提出、異動等重要な事象が発生した際の報告、財団主催行事
に出席し、奨学生間の意識高揚、親睦に努めること等）を履行できる者

35名程度

7月 直接応募
（一財）高久国際奨学財団
【翌年度支給】

給付 70,000円／月額 1年間
○

進学者含
む

併用不可 ○ ○

・令和2年4月時点で博士後期課程に在籍または令和2年4月以降の入学が許可されており、合格
証明書、入学許可書等、入学の内定を証明できる書類のいずれかを提出できる日本国籍を有す
る者
・国際理解と親善に関心を持ち、貢献を意図する者
・月例会（月に1回、土曜日）、財団の定めた行事に必ず出席できる者
・月末に400字のレポートを必ず提出できる者
・奨学金支給終了後も当財団と通信等を継続する意思のある者

約3名

7月 直接応募 徳島県奨学金返還支援制度
返還補

助

（1）無利子奨学金借受総額の1/2（既卒
者は、または返還残額のいずれか低い
額）（上限：100万円）
（2）有利子奨学金または（1）以外に対象
と認める奨学金借受総額の1/3（既卒者
は、または返還残額のいずれか低い額）
（上限：70万円）
※（1）（2）両方の奨学金貸与を受けた場
合は、（1）により算定した額（70万円に満
たない場合は、（2）を合算して上限70万
円）

就業開始年度から
起算して4年目から8

年目までの間
○ ○ ○

・日本学生支援機構等の無利子奨学金または有利子奨学金の貸与を受けている（いた）者（日本
学生支援機構奨学金以外については、貸与基準が日本学生支援機構奨学金に準じる要件のも
の）
・学部、大学院に在籍する令和2年度卒業（修了）予定者および令和元年度以前卒業（修了）者
（予定を含む）
・令和2年度卒業予定者および令和元年度卒業予定者にあっては大学等卒業後、既卒者にあって
は令和2年4月以降に県内事業所に正規職員として就業を希望する者（公務員を除く）
・徳島県内に定住することを希望し、かつ既卒者にあっては県外から移住する年齢30歳（令和2年
4月1日時点）までの者
・やむを得ない事情による場合を除き、学部、大学院を修業年限以内で卒業・修了した（する見込
み）の者
・奨学金返還を滞納していない者
・一定の県内就業を返還免除要件とする公的貸付制度を利用していない者
・一定の県内就業を給付要件とする公的給付制度を利用していない者

150名程度

7月 直接応募
三重県地域と若者の未来を拓く
学生奨学金返還支援事業

返還補
助

在学中に借受予定の奨学金総額の1/4
を支援（上限100万円）
※卒業（修了）後、就業しかつ指定地域
に4年間居住した場合に助成金額の1/3
を交付し、8年間居住した場合に残額を
交付

○ ○ ○
35歳未満
（平成31年3月
31日時点）

○

・日本学生支援機構第一種奨学金、またはこれに準ずる奨学金の貸与を受け、返還予定の者
・申請時に最終学年またはその1年前の学年（学部3年生以上、大学院修士（博士前期）課程1年
生以上、博士後期課程最終学年またはその1年前の学年）に在学し、かつ就職先が決まっていな
い者
・規則で定める地域（募集要項参照）への定住を希望する者
・常勤雇用または個人事業主等として就業する予定の者（公務員は除く）

20名

7月 直接応募

山形県若者定着奨学金返還支
援事業
【市町村連携枠】
【産業団体等連携枠】

返還補
助

26,000円×支援対象の月数又は奨学金
の返還残高のいずれか低い額

○ ○

・山形県内の高校、特別支援学校高等部又は専修学校高等課程を卒業又は卒業見込みの者
・卒業（修了）後6か月以内に山形県内に居住、指定就業先(詳細は募集要項参照）に就業し、3年
以上継続する見込みの者
・日本学生支援機構第一種奨学金または第二種奨学金、山形県内市町村が実施する奨学金の
貸与を受けている者（市町村連携枠は、市町村によって対象の奨学金は異なる。産業団体連携枠
は、企業等によって対象の奨学金は異なる）

募集要項参照

案内の
あった
時期

申請方法 奨　学  会  等　名
給付／
貸与

金額　(円) 受給期間

その他の主な要件専門分野年齢
課程

併用条件
学力
優秀

経済
困難

面接

出　願　資　格　等
全体での
採用者数

大学
採用者数

大学
推薦者数

学内
申請者数

大学
推薦枠



【令和元年度　日本人等民間奨学金リスト】
　
※　このリストは、令和元年度に学内で募集実績のあった奨学金一覧です。今年度も必ず募集があるとは限りません。また、募集条件も変更になる可能性もありますので、必ず募集要項等で詳細を確認してください。
※　奨学財団から募集依頼がある度に、掲示板および学生支援課ウェブサイトでお知らせしています。
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8月 大学推薦
（公財）帝人奨学会
帝人久村奨学生（博士課程）
【翌年度支給】

貸与 100,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで
○

進学者含
む

医学・薬学・バイオ
学系、理学系、工
学系、情報学系等

併用可 ○ ○

・2019年秋または2020年4月に国内大学の博士課程に進学することが決定している、または見込
まれている大学院生
・専門面接あり
・修了後、財団指定の大学研究機関等で学術研究活動に所定期間（貸与期間の2倍の期間）従事
した場合には返還が免除される制度あり

10名程度
（うち1名程度は

留学生）

2～3名
（留学生含む）

1名 1名 0名

8月 大学推薦
（公財）林レオロジー記念財団
【翌年度支給】

給付
学部：30,000円／月額
修士：50,000円／月額

最短修業年限まで
○

3,4年
進学者

○
1,2年

進学者

工学部・理学部
系、農水産学部・
生命科学部系等

併用可 ○

・未来に役立つ理論・メカニズムの設計工学・ロボット工学・AI技術・IT技術・制御工学等の自動製
造システムに関する学問を習得または学術研究を志す工学部・理学部系の者、もしくは「食品産
業に関する」農水産学部・生命科学部系等の者
・令和2年4月に学部3年もしくは学部4年に進級する者、または修士（博士前期）課程の1年に進学
を希望する者、または修士（博士前期）課程の2年に進級する者
・品行方正で学習意欲が高く、学業成績が一定水準以上の者
・前年度応募者および前年度奨学生であっても応募資格を有する

学部35名程度
修士55名程度

学部3名程度
修士3名程度

学部4名
修士6名

学部4名
修士5名

学部0名
修士3名

8月 直接応募
鹿児島県奨学金返還支援制度
【令和2年度卒業（修了）予定者
募集】

返還補
助

大学（学部）在学中に借り受けた奨学金
の全額

○ ○ ○ ○

・日本学生支援機構第一種奨学金または鹿児島県育英財団大学等奨学金の貸与を受けている
（いた）者
・鹿児島県内の高等学校等を卒業した者または鹿児島県外の高等学校等を卒業した者（鹿児島
県内に生活の本拠を有する者の子等で県内の中学校を卒業した者に限る）
・大学または大学院に在学し、令和3年3月（令和2年度中を含む）に大学等を卒業（修了）予定の
者
・卒業（修了）後、県内企業等に就業する意志があり、かつ県内居住を希望する者
・鹿児島県等が実施する返還免除の制度が設けられている修学資金等（へき地等勤務医師等修
学資金、鹿児島県看護職員等修学資金、鹿児島県獣医師確保対策修学資金、鹿児島県保育士
修学資金等）を受給していない者

20名程度

8月 直接応募
旭川市若者地元定着奨学金返
済補助事業

返還補
助

旭川市内に定着している期間のうち3年
間を限度とし、奨学金の返還金として返
済した金額の1/2を年度ごとに補助（1年
度当たりの補助上限額あり）

市内定着日から起
算して3年間

○ ○ ○

・日本学生支援機構第一種奨学金の貸与を受けている（いた）者
・大学または大学院に在学し、令和元年度に卒業（修了）予定の者
・平成28年度以降卒業者（旭川市外に住所を有する者）も対象
・令和2年度に旭川市内に定着（市内居住および地元企業へ正規雇用により就業）し、その後3年
以上継続する意思のある者

記載無

9月 大学推薦
（公財）浦上奨学会 «広島県»
【翌年度支給】

貸与
5万・6万・7万・8万円／月額のうちから選
択（無利子）

最短修業年限まで ○
進学者

○
進学者

併用可 ○ ○
・広島県出身者で2020年4月に大学院に入学する者
・最短修業年限で修了した場合、返還額を半額免除する制度あり

記載無 1名 0名 0名 0名

9月 大学推薦
（公財）小堀雄久学生等支援会
【後期募集】

貸与 40,000円／月額（無利子）
令和元年10月～

最短修業年限まで
○ ○

理工農系（医・歯
学系を除く）

併用可 ○ ○
・家計扶養者の年間収入（税込）は、1,000万円以下であること
・経済的な理由により、学資の援助を必要とする者
・学部生が在籍大学の大学院へ進学する場合は、更新手続きを経て修士まで貸与継続可

記載無 4名 0名 0名 0名

9月 大学推薦
岐阜県選奨生奨学金
«岐阜県»【第2次募集】

貸与
32,000円／月額（無利子）
（日本学生支援機構奨学金貸与者は
16,000円／月額（無利子））

継続審査あり　　（10
月からの貸与）

○

岐阜県高等学校奨学金、
岐阜県子育て支援奨学
金、岐阜県高等学校定時
制課程通信制課程就学
奨励費貸付金、母子及び
父子並びに寡婦福祉法
による修学資金との併用
不可

○ ○

・岐阜県内に住所を有する者の子弟（本人のみ岐阜県内に住所を有する場合は該当しない）
・人物、学業ともに優秀であり、修学に十分耐え得る健康状態であること
・経済的理由により修学が困難であること
・日本学生支援機構の奨学金を併せて受ける場合は、減額して貸与
・成績基準：1年生－高校等最終学年評定平均3.5以上、2年生以上－前学年評定平均良以上
・経済基準：主たる家計支持者の前年1年間の市町村民税所得割額が304,200円未満

記載無 学内選考無 0名 0名 0名

9月 直接応募
（公財）沖縄県国際交流・人材
育成財団≪沖縄県≫
【追加募集】

貸与
学部：45,000円／月額（無利子）
修士：70,000円／月額（無利子）
博士：80,000円／月額（無利子）

最短修業年限まで
（1年毎の継続審査

あり）
○ ○ ○ 貸与奨学金との併用不可 ○ ○

・沖縄県内に住所を有する者の子弟（両親又はいずれかが沖縄県内に住民登録していること）
・成績が特に優秀な女子学部生1名は「ひめゆり同窓会奨学生」として採用されることがある

学部48名程度
院若干名

9月 直接応募
（公財）本庄国際奨学財団
【翌年度支給】

給付

※学位取得までの最短年限にあたる期
間で以下から選択
（1）月額20万円を1～2年間
（2）月額18万円を3年間
（3）月額15万円を4～5年間

学位取得までの
最短修業年限まで

○
進学者含

む

○
進学者含

む

修士1989年3月
31日以降、博
士1984年3月31
日以降に生ま
れた者

併用不可 ○ ○

・2020年4月現在大学院に在籍している者、または入学を予定している者
・専門職大学院は原則対象外だが、研究計画書を提出できる場合は応募可能
・奨学金受給中のアルバイトは不可。（TA、RA等は可など、一部例外あり）
・在籍期間が残り1年未満の者は応募不可
・奨学金受給中は、ほぼ毎月面談あり
・財団主催行事へ積極的に参加・協力ができる者
・大学院修了後、母国において仕事をする意思のある者

3～5名

9月 直接応募

（社）さぽうと21
坪井一郎・仁子　学生支援プロ
グラム（難民）
【翌年度支給】

給付
学部3,4年：400,000円～800,000円／年
額
院：600,000円～1,000,000円／年額

１年間 ○
3,4年生

○
進学者含

む

○
進学者含

む

○ ○ ○

・2020年4月に大学3・4年生、大学院（修士・博士）在籍・進学見込みの者
・インドシナ難民、条約難民・第三国定住難民およびその子弟または中国帰国者三世、日系定住
者（中南米など）二世（同等の事情があるとみなされる外国籍・元外国籍の学生も対象）
・専攻分野の指定はないが、主に理系優先、大学院在籍・進学予定者は修士課程を優先
・財団主催行事に参加できる者

10名程度

9月 直接応募
アメリア・イアハート奨学金　【翌
年度支給】

給付 US$10,000／1回 １回限り ○ ○

・航空宇宙科学関連または航空宇宙工学関連の分野の大学院博士課程に入学が決定している
か、在籍している成績優秀な女性の大学院生。
・博士課程を少なくとも1年間修了しているか、申請時点で航空宇宙学分野で修士号を取得してい
ること。
・2020年4月以前に修了しないこと。博士研究員の応募は不可。

全世界から
30名

9月 直接応募
株式会社フィックスターズ奨学
金【翌年度支給】

給付 600,000円／年額（年2回支給）
1年間

（再申請により
継続受給が可能）

○ ○ ○ ○

・学部、大学院に在籍（進学予定者含む）している学生で在籍学部・大学院、専攻および国籍は不
問。ただし、計算機科学、情報工学、電気電子工学、またはそれらに関連する化学、物理学、数学
領域などSTEM分野を志望する学生を対象とする
・選考においては、習得している情報技術の水準、研究テーマのユニークさ、将来ビジョン等を総
合的に判断する
・主要関連技術（アルゴリズム関連、システムソフトウェア関連、ハードウェア関連）に関するテーマ
（募集案内参照）については優遇する
・奨学金の支給に当たっては、研究状況等につき本社で現状報告すること

5名程度

9月 直接応募
山口県奨学金返還補助制度（２
次募集）

返還補
助

補助対象期間の月数÷72×奨学金の
返還額（対象者に決定された年の4月か
ら2年間に貸与を受けた金額）

就業後12年間
のうち最大6年間

○
1年生

工学、理学、農
学、薬学

地方公共団体が行う奨学
金の返還支援との併用不
可

・応募時点で奨学金の貸与を受けている（申請している）者
・応募時点で、修士（博士課程前期）1年に在籍している者
・修士（博士前期）課程を修了した年の翌年4月末日までに、山口県内の製造業に就業することを
希望する者

20名程度

9月 直接応募
愛媛県中核産業人材確保のた
めの奨学金返還支援制度

返還補
助

最大117.6万円（最大7年間助成の場合）
※年間助成額は奨学金年間返還額の
2/3または16.8万円のいずれか低い額

○ ○ ○

・学部または大学院に在学中で、2021年3月に卒業（修了）予定の者
・日本学生支援機構奨学金（一種または二種）の貸与を受けている者
・愛媛県内の「ものづくり産業分野」、「ＩＴ関連分野」、「観光分野」の登録企業（詳細は募集要項参
照）への就職を希望する者
・卒業（修了）後、2021年4月末日までに登録企業（詳細は募集要項参照）へ正社員として就職のう
え、1年間継続して就業し、奨学金を返還すること

県外コース50名
県内コース50名

10月 大学推薦
JEES・ソフトバンクAI人材育成
奨学金
【翌年度支給】

給付
80,000円／月額
一時金40,000円（令和2年7月支給）

1年間 ○
進学者

令和2年9月30
時点で28歳未
満

人工知能（AI)分野
併給を認める他の奨学金
との併用可

○ ○

・令和2年4月に、大学院修士課程1年次に正規生として在籍予定の者
・人工知能（AI）分野（情報工学、情報科学、統計学等）の学修・研究に取り組んでおり、修士課程
進学後も同分野の学修・研究に取り組む者
・社会人学生（休職中を含む）でない者
・採用された場合、協会及び寄付者の要請に応じ、懇親会等への参加、インターンシップへの応
募及びアンケートへの回答をしなければならない
・採用された場合、受給期間終了まで、本奨学金を辞退し、他の奨学金を受給することはできない

最大100名 2名 0名 0名 0名

10月 直接応募
（公財）ヨネックススポーツ振興
財団
【翌年度支給】

給付
学部：50,000円以内／月額
院：60,000円以内／月額

1年間 ○ ○ ○
申請時満30歳
未満

体育学等 併用可

・学部又は大学院に在学し、体育学等を専攻する学生、またはスポーツを積極的に行う学生で、ス
ポーツを通じて明るく豊かで活力に満ちた社会の実現に寄与し、他の範となる者
・以下のいずれかを満たしていること
1専攻するスポーツ種目において、自他共に認める力量を有していること
2青少年スポーツ振興のための指導者を目指していること
・採用された場合、活動報告書（年2回）の提出義務あり

記載無

10月 直接応募
清流の国ぎふ大学生等奨学金
【第2次募集】«岐阜県»

貸与 30,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ 併用可 ○ ○

・岐阜県内の高等学校等を卒業した学部生で、県外に住所を有し、県外の大学に在学しているこ
と
・卒業後に岐阜県内で就業する意思があり、かつ学業成績が優秀でありながら、経済的理由によ
り修学が困難であると認められる者
・成績基準・家計基準あり
・卒業した日の属する月の翌月から起算して6か月以内に岐阜県内に居住かつ就業し、5年間継
続することにより、奨学金全額の返還が免除される制度あり

40名程度

10月 直接応募
石川県ものづくり人材奨学金返
還支援助成制度

返還補
助

大学院在学時に貸与された奨学金のう
ち、対象企業に勤務して3年間経過した
時点における奨学金貸与額の返還残額
（上限100万円）

○ ○ 理系

・理系大学院を修了し、大学院在学時に日本学生支援機構の奨学金を受け、返還を行っている者
で以下のいずれかに該当する者
・新卒者：平成30年3月以降に、理系大学院（修士・博士）を修了し、対象企業（案内参照）に正社
員として就職した者
・転職者：理系大学院（修士・博士）を修了した者で、石川県外に主たる事業所を有する企業を平
成28年10月1日以降に離職し、対象企業（案内参照）に正社員として就職した者

記載無

10月 直接応募
山梨県ものづくり人材就業支援
事業費補助金

返還補
助

卒業前2年間の貸与額（上限）

令和元年度卒業予
定者は令和2年4月
初日を、令和2年度
卒業予定者は令和3
年4月初日を起点と
した10年間で8年間

以上

○ ○ ○

理学部、工学部も
しくはこれらに準
ずる学部・研究科
（学府）

・日本学生支援機構第一種奨学金、第二種奨学金の貸与を受けている者
・令和元年度または令和2年度に卒業（修了）予定の者
・令和元年度卒業予定者は令和2年9月末までに令和2年度卒業予定者は令和3年9月末までに対
象業種企業（詳細は募集要項参照）における、企画・開発、製造部門への就職を予定している者
・令和元年度卒業予定者は令和2年4月初日を、令和2年度卒業予定者は令和3年4月初日を起点
とした10年間のうち、8年間以上山梨県内に勤務し、かつ県内に定住する意向があること

令和元年度
卒業予定者20名

令和2年度
卒業予定者35名

11月 直接応募 旭化成奨学生 貸与

第1種100,000円／月額
第2種50,000円／月額
※面接に合格し、結果により第1種、第2
種を決定する

最終学年の1年間 ○ ○

化学・化学工学・
機械・土木・建築・
制御・電気・電子・
強電・物理・情報・
生物・薬学・農学・
医学・獣医学など

○
・大学院修士（博士前期）課程、博士後期課程に在籍しており、2020年4月～2021年3月までに修
了する者
・旭化成株式会社に入社した場合は返済免除規定あり

30名程度
（第1種10名、
第2種20名）

11月 直接応募
（社）さぽうと21
生活支援プログラム（難民）
【翌年度支給】

給付 240,000円／年額（月額20,000円） １年間
○

進学者含
む

他の奨学金との併用可
（さぽうと21の坪井一郎・
仁子学生支援プログラム
との併用は不可）

○ ○ ○

・日本在住の外国籍、元外国籍の学生で、2020年4月に学部に在学中（2020年4月入学予定含む）
の者
・難民（インドシナ難民・条約難民・第三国定住難民）とその子など、または日経定住者（中南米な
ど）または中国帰国者の子など（同等の事情があるとみなされる外国籍・元外国籍の学生も対象
とする）
・在留資格が「留学」の学生は応募不可
・学費の負担が困難な者
・就職に関する連続セミナー（年5回程度）に参加可能な者（交通費支給）

25名前後

12月 大学推薦
＜H30～R2年度募集なし＞
（公財）大林財団

給付 50,000円／月額
翌年度4月～

3年間
○

2年生
22歳以下

日本学生支援機構、学内
奨学金のみ併用可

○ ○ ○

・就業経験のない者（アルバイト除く）
・都市に関連ある分野の実業、実務又は学術研究に将来従事しようとする者（学部・専攻問わず）
・人物、学業、健康ともに優れている者
・経済的な理由で就学が困難な者（税込の世帯年収が800万円未満、退職金等の臨時収入含ま
ず）
・奨学生交流会、授与式、修了式等、財団の行事に必ず出席できる者

― ― ― ― ―

12月 大学推薦
（一財）岩崎ともみ奨学財団
【翌年度支給】

給付 30,000円／月額 1年間 ○
2年生以上

○ ○ 併用可 ○ ○ ○

・2020年2月現在、学部2年生在学以上の者
・学業成績優秀かつ学費の支弁が困難である者
・採用後、奨学財団が指定する銀行に自身で普通預金口座を開設できる者
・財団指定行事への出席を優先できる者

30名 1名 8名 1名 0名

12月 大学推薦
（公財）フジクラ育英会
【翌年度支給】

貸与
学部：30,000円／月額（無利子）
院　 ：40,000円／月額（無利子）

最短修業年限まで ○ ○ ○ ○ ○
・学部生および大学院生（ただし、学部生優先）
・日本国籍を有する者
・学力・人物・健康ともに優れている者で、学費の支弁が困難な者

記載無 1名 0名 0名 0名

12月 直接応募 （公財）東亜留学生育友会 給付 30,000円／月額 1年間 ○ ○ ○
・大学院の正規課程に在籍している日本人学生
・他の奨学金を月額15万円以上受給していないこと
・月例会（月1回、原則第2日曜日に開催、奨学金を手渡し）に毎月出席可能であること

若干名

12月 直接応募
（一財）佐々木泰樹育英会
【口語詩句学生奨学金】

給付 500,000円／年額（月額・給付型）
2020年4月～

1年間
（在学中に限る）

○ ○ ○
28歳以下（2020
年4月1日時点）

・日本国籍を有し、学部・大学院に在籍する者で次の全てに該当する者
・口語による詩・アフォリズム・俳句・川柳・短歌に対する創作意欲がある者
・優れた作品を通じて、文学の発展に寄与するという熱意を有する者
・奨学金給付通知授与式に必ず出席できる者（原則として欠席する場合は採用が取り消される）、
財団主催イベント等に原則出席できる者

最大5名

12月 直接応募
（一財）佐々木泰樹育英会
【デザイン・工芸美術専攻学生
奨学金】

給付
学部：500,000円／年額（月額・給付型）
大学院：1,000,000円／年額（月額・給付
型）

2020年4月～
1年間

（在学中に限る）
○ ○ ○

29歳以下（2020
年4月1日現在）

グラフィックデザイ
ン、工芸美術（彫
刻、陶芸、漆工、
テキスタイル等）、
プロダクトデザイン
ほか

○

・日本国籍を有し、学部・大学院においてデザインまたは工芸美術を専攻する者で次の全てに該
当する者
・デザインまたは工芸美術の専攻分野で優れた感性と知識がある者
・優れた作品を通じて、社会の発展に寄与するという高い志と熱意を有する者
・専攻分野にて独立し、東京都にてデザイナーまたはアーチストとして活動を志している者
・奨学金給付通知授与式に必ず出席できる者（原則として欠席する場合は採用が取り消される）、
財団主催イベント等に原則出席できる者

若干名

12月 直接応募
（一財）佐々木泰樹育英会
【建築（構造設計・設備設計を含
む）専攻学生奨学金】

給付
学部：500,000円／年額（月額・給付型）
大学院：1,000,000円／年額（月額・給付
型）

2020年4月～
1年間

（在学中に限る）
○ ○ ○

29歳以下（2020
年4月1日現在）

建築（構造設計・
設備設計を含む）

○

・日本国籍を有し、学部・大学院において建築（構造設計・設備設計を含む）を専攻する者で次の
全てに該当する者
・考え方が優れている者
・建築学及び構造設計一級建築士・設備設計一級建築士として独立し、東京都にて自ら建築士事
務所の開業を志している者（組織設計事務所、建築会社、不動産開発業者等への勤務を希望す
る者を除く）
・奨学金給付通知授与式に必ず出席できる者（原則として欠席する場合は採用が取り消される）、
財団主催イベント等に原則出席できる者

若干名

12月 直接応募
（公財）似鳥国際奨学財団下期
【翌年度支給】

給付
自宅生：50,000円／月額
自宅外生80,000円／月額

1年間
※支給開始2019年

9月以降
（再選考による
延長は可能）

○
給付奨学金との併用不可
※貸与奨学金は認める

○ △ ○

・学業・人物ともに優秀で健康であり、国際理解と国際間の友好親善に寄与できる者
・学部生で日本国籍を有する者
・採用された場合、財団主催の交流会への出席、毎月の奨学生レポートの提出が必要（交流会へ
欠席、奨学生レポート提出の遅れ、提出がない場合は、奨学金が停止、もしくは打ち切りとなる）
・休学、海外留学した場合は、奨学金が停止、もしくは打ち切りとなる

約100名

12月 直接応募
いわき市未来につなぐ人財応
援奨学金返還支援事業
【再募集】

返還補
助

在学中に貸与を受けた奨学金の2分の1
の額
※ただし、（64,000円×奨学金貸与月
数）の2分の1の額または1,536,000円の
いずれか少ない額を上限とする

○ ○ ○

・学部、大学院に在学中で平成31年度に修業年限以内で卒業(修了）予定の者
・在学中に日本学生支援機構第一種奨学金・第二種奨学金、いわき市奨学資金、福島県奨学資
金の貸与を受けている者
・卒業（修了）した翌月1日から起算して6か月以内に市内事業所等（詳細は募集要項参照）に正規
職員又は所定労働時間が正規職員に準じる職員として就職することを予定している者
・卒業(修了）後、いわき市内に定住することを予定している者

38名程度

1月 大学推薦
（公財）帝人奨学会
帝人久村奨学生（修士課程）
【進学後支給】

貸与 80,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○
進学者

医学・薬学・バイオ
学系、理学系、工
学系、情報学系

併用可 ○ ○

・今年度秋または翌年度4月に修士課程に進学することが決定している、または見込まれる大学
院生
・専門面接あり
・修了後、財団指定の大学や研究機関等で学術研究活動に貸与期間の2倍の期間従事した場合
には返還が免除される制度あり

10名程度
（うち1名程度は

留学生）

3～5名
（留学生含む）

0名 0名 0名

1月 直接応募

山形県若者定着奨学金返還支
援事業
【地方創生枠】
【市町村連携枠】
【産業団体等連携枠】

返還補
助

26,000円×支援対象の月数又は奨学金
の返還残高のいずれか低い額

○ ○

・山形県内の高校、特別支援学校高等部又は専修学校高等課程を卒業又は卒業見込みの者
・卒業（修了）後6か月以内に山形県内に居住、就業(就業先等詳細は募集要項参照）し、3年以上
継続する見込みの者
・支援対象の産業分野（商工、農林水産、建設、医療・福祉等）に就業希望の者
・日本学生支援機構第一種奨学金または第二種奨学金、山形県内市町村が実施する奨学金の
貸与を受けている者（地方創生枠和大一種奨学金のみ対象。市町村連携枠は、市町村によって
対象の奨学金は異なる。産業団体連携枠は、企業等によって対象の奨学金は異なる）

（地方創生枠）
100名

（市町村連携枠）
150名

（産業団体等連
携枠）50名

2月 大学推薦
（公財）浦上奨学会 «広島県»
【春季募集】

貸与
5万・6万・7万・8万円／月額のうちから選
択（無利子）

最短修業年限まで ○
進学者

○
進学者

併用可 ○ ○
・広島県出身者で2019年4月に大学院に入学する者
・最短修業年限で修了した場合、返還額が半額免除される

記載無 1名 0名 0名 0名



【令和元年度　日本人等民間奨学金リスト】
　
※　このリストは、令和元年度に学内で募集実績のあった奨学金一覧です。今年度も必ず募集があるとは限りません。また、募集条件も変更になる可能性もありますので、必ず募集要項等で詳細を確認してください。
※　奨学財団から募集依頼がある度に、掲示板および学生支援課ウェブサイトでお知らせしています。

学部 修士 博士 研究生

案内の
あった
時期

申請方法 奨　学  会  等　名
給付／
貸与

金額　(円) 受給期間

その他の主な要件専門分野年齢
課程

併用条件
学力
優秀

経済
困難

面接

出　願　資　格　等
全体での
採用者数

大学
採用者数

大学
推薦者数

学内
申請者数

大学
推薦枠

2月 大学推薦 （公財）古河記念基金 給付
自宅：30,000円／月額
自宅外：35,000円／月額

最短修業年限まで
（最長6年）

○
2年生以上

○ ○
理工科系（特に金
属その他資源関
係を優先）

○ ○ ○

・日本国籍の学生で2019年4月現在、学部2年生以上または大学院に在籍する理工科系専攻（薬
学系含む）の者
・金属その他資源関係の学生を優先とする
・学業および人物とも優秀かつ健康で、卒業までの進級が十分見込めること
・家庭の経済状況が、2018年の年収900万円を超えないこと（税込み、年金収入および兄姉の収
入は算入しない）

記載無 1名
学部7名
院4名

学部1名
院0名

学部1名
院0名

2月 大学推薦
（公益信託）松尾金藏記念奨学
基金

給付 1,000,000円／年額
最短修業年限まで

（3年以内）
○

1年生

○
1年生

30歳以下
平成31年4月1
日現在）

文学・哲学（宗教
学・美学・美術史を
含む）・言語学・人
文地理学・文化人
類学・教育学・心
理学・社会学・史
学等（法・経を除く
人文社会）

併用不可 ○ ○

・平成31年4月修士（博士課程前期）および博士課程後期に入学した者
・品行方正・成績優秀かつ勉学の意欲に富んだ者
・修士：家計支持者の前年度年収が原則税込800万円以下
・博士：本人の前年度年収が原則税込250万円以下

10名程度
修士1名
博士1名

修士4名
博士1名

修士1名
博士1名

修士0名
博士0名

2月 大学推薦
（公財）吉田育英会　マスター21
【進学後支給】

給付

1奨学金80,000円／月額　または
学校納付金　奨学期間内に合計
2,500,000円以内の実費
2海外研究活動支援奨学金 奨学期間内
に合計500,000円以内の実費

修士（博士課程前
期）入学月から

2年以内

○
4年生

27歳未満
（2019年4月1日
現在）

自然科学系 給付奨学金との併用不可 ○ ○

・2019年4月1日現在、学部4年次に在学中の日本国籍を有する者
・2019年秋季または2020年春季に日本の大学院修士（博士前期）課程に入学を希望する者（他大
学への進学も可）
・奨学生証授与式、懇親会、新規採用者交流会等財団主催行事への参加あり

15名 1名 0名 0名 0名

2月 大学推薦
（公財）吉田育英会　ドクター21
【進学後支給】

給付

1奨学金200,000円／月額
2学校納付金 奨学期間内に合計
2,500,000円以内の実費
3海外研究活動支援 奨学期間内に合計
1,000,000円以内の実費

博士課程後期
入学月から3年以内

○
2年生

30歳未満
（2019年4月1日
現在）

自然科学系 給付奨学金との併用不可 ○ ○

・2019年4月1日現在、修士（博士前期）課程2年次に在学中の日本国籍を有する者
・2019年秋季または2020年春季に日本の大学院博士後期課程に入学を希望する者（他大学への
進学も可）
・奨学生証授与式、懇親会、新規採用者交流会等財団主催行事への参加あり

5名程度 2名以内 1名 1名 0名

2月 大学推薦
（一財）エンプラス教育振興財
団

給付 50,000円／月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

理工学部
給付奨学金（日本学生支
援機構給付奨学金除く）
との併用不可

○ ○

・2019年4月時点で理工学部の2～4年生であること
・学業優秀であり、経済的援助が必要と認められる者
・心身ともに優れている者（高い志を持ち、品行が正しく、将来良識ある社会人としての活躍が期
待できる者）

13名程度 2名 3名 2名 1名

2月 大学推薦
（公財）同盟育成会　古野給付
奨学金

給付

学部：40,000円／月額
修士：60,000円／月額
（初年度4～7月分を8月に、8月以降は偶
数月に2か月ごとに支給）

最短修業年限まで
（最長2年）

○
3年生

○
1年生

併用可 ○ ○

・2019年4月に学部3年生に進級または2019年4月に修士（博士前期）課程1年生に進学し、ジャー
ナリストあるいはジャーナリズム研究者を目指して勉学に励んでいる者
・志操堅固、健康優良で学業成績優秀（優以上の評価が5割以上）な者で学費の援助が必要であ
ると認められる者
・学部生は、家計（両親の合計）の支払う住民税の課税所得の合計が350万円までの者
・作文（大学院生は研究レポート）、アンケートの提出及び財団が主催する研修会に出席できる者

学部25名
院25名

学部2名
院2名

学部1名
院1名

学部1名
院1名

学部1名
院1名

2月 大学推薦
（公財）博報児童教育振興会
博報教職育成奨学金

給付

授業料相当額：50,000円／月額
※授業料免除との併用の場合減額あり
自宅外生への特別支援額：50,000円／
月額

最短修業年限まで ○

小学校教員、特別
支援学校教員、中
学・高等学校国語
科教員のいずれ
かを目指す者

給付奨学金との併用不可
※授業料免除との併用の
場合減額あり

○ ○

・教育学部または教育人間科学部の学生で、小学校教員、特別支援学校教員、中学・高等学校
国語科教員のいずれかを目指す者
・学業優秀であり、教員になる熱意、共創力、国語力があると認められる者
・海外短期留学支援制度（渡航費、留学・活動費の支援）あり
・採用された場合、博報こども研究所の学生研究員としての活動をはじめ、財団の主催するオリエ
ンテーション、交流会、研究会等へ参加すること

90名程度 2名 6名 2名 2名

2月 大学推薦
（公財）松藤奨学育成基金
≪長崎県≫

貸与 42,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ 併用可 ○ ○

・長崎県内に住所を有する者の子弟
・交通事故によって家計の支持者または保護者が死亡または重度の後遺障害のため就業不能と
なった結果、経済的に支障を生じ、進学あるいは修学の継続が困難となった者もしくは向学心に
富み、有能な素質を持ちながら、家庭の経済的理由によって、進学あるいは修学の継続が著しく
困難である者
・成績優秀（5段階評価で概ね3.3以上）、品行方正で身体強健である者
・交通遺児は、貸与した奨学金の半額について返還を免除する

記載無 記載無 0名 0名 0名

2月 大学推薦
（公益信託）萬谷記念かながわ
奨学基金

給付
修士：800,000円／年額
博士：1,200,000円／年額

修士2年以内
博士3年以内

○
1年生

○
1年生

理学・工学 併用不可 ○ ○
・2019年4月現在、理学、工学を学ぶ修士課程および博士課程の1年生
・家族の生計を支える者の前年度の年収または本年度の見込みが原則税込700万円以下
・品行方正、健康で学業成績が優秀であり、勉学していくうえで奨学金の援助を必要とする独身者

5名程度 3名以内 5名 2名 2名

2月 大学推薦 JEES・出光（生産技術）奨学金 給付 80,000円／月額 2年間
○

1年生

電気・計装・安全
工学・金属材料な
どの工学分野

併用不可（貸与型奨学金
は除く）

○

・2019年4月時点で、大学院修士（博士前期）課程1年次に正規生として在籍する日本人学生
・電気、計装、安全工学、金属材料などの工学分野を専攻する者
・修学目的が明確で、支援の効果が期待できる者
・心身共に健康であり、かつ品行方正で学業成績が優秀な者
・採用された場合、協会又は寄付者の要請に応じ、アンケー等への回答および交流会・インターン
シップ（1週間程度）等に参加しなければならない
・採用された場合、受給期間終了まで本奨学金を辞退して他の奨学金を受給することはできない

3名程度 1名 1名 1名 0名

2月 大学推薦 フジタ奨学金制度 給付
500,000円／年額
（半期毎に250,000円を支給)

2年間 ○
3年生

○
1年生

学部25歳以下
（3年進級時）
院27歳以下
（進学時）

建築系・土木系・
機械系・電気電子
系・情報系・都市
計画系

併用不可（貸与型奨学金
は除く）

○ ○ ○

・日本国籍を有する者で、建築系・土木系・機械系・電気電子系・情報系・都市計画系を専攻してい
ること
・状来、まちづくりやインフラ整備など建設業を通じて社会貢献をしたい者
・成績優秀、品行方正かつ健康であり、経済的な理由で就学が困難な者（目安：家計支持者の年
収が税込800万円未満）
・面接、認定証授与式、奨学生を対象とした各行事に必ず出席できる者
・学部卒業後、大学院（指定校のみ）へ進学する場合、再申請・再審査を経て引き続き2年間奨学
金を給付する場合がある

20名程度 1名 3名 1名 1名

2月 大学推薦
（公財）旭硝子財団
※旧旭硝子奨学会

給付
修士：50,000円／月額
博士：100,000円／月額

最短修業年限まで ○
1年生

○
1年生

修士：併用可
博士：10万円までは併用
可

○ ○

・2019年4月現在、修士（博士前期）課程1年または博士後期課程1年に在籍する者
・品行方正、学術に優れ、健康であり、学資の支援が必要と認められる者
・独自の発想に基づき、社会に有用で波及効果も高い研究テーマに取り組む者
・持続可能な社会の実現に向けて取り組む意欲が高い者
・社会人学生は不可
・奨学金授与式等財団指定行事に必ず参加できる者
・秋入学も応募可能だが、支給期間が約半年短くなる

修士15名
博士15名

修士2名
（人文1、自然1）

博士2名
（人文1、自然1）

修士11名
（人文3、自

然8）
博士3名

（人文1、自
然2）

修士2名
（人文1、自

然1）
博士1名

（人文0、自
然1）

修士2名
博士0名

2月 大学推薦 （公財）ダイオーズ記念財団 給付 10,000円／月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

○ ○

学部満23歳以
下
院満33歳以下
（2019年4月2日
時点）

併用可 ○ ○ ○

・2019年4月現在、学部2～4年生または大学院に在籍する者
・前年度までの成績GPA3.00以上
・世帯合計所得が給与収入の場合600万円未満、給与収入以外340万円未満
・年2回の報告会に必ず出席できる者

20名程度 学内選考無 院1名 院1名 0名

2月 直接応募 （公財）芸備協会≪広島県≫ 貸与 20,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ ○ ○ 併用可 ○ ○ ○
・広島県の高等学校を卒業し、東京都内並びにその周辺の大学（大学院を含む）に在学の者
・学習状況が良好であり、経済的理由により修学が困難であること
・収入状況及び学習状況は、日本学生支援機構の収入基準額および成績条件に準じる

記載無

2月 直接応募 （公財）朝鮮奨学会 給付
学部：25,000円／月額
修士：40,000円／月額
博士：70,000円／月額

1年間 ○ ○ ○

学部満30歳未
満
院満40歳未満
（2019年4月1日
現在、継続応
募者は除く）

貸与奨学金、学内奨学
金、日本学生支援機構給
付型奨学金、本会奨学金
と同額未満の給付奨学金
との併用可

○ ○ ○

・韓国人、朝鮮人学生で特別永住者等（永住者、定住者、家族滞在などを含む）、特別永住者証明
書・在留カード・外国人登録証の国籍表示が韓国もしくは朝鮮）
・学部生、大学院生は1学年から応募できる。ただし、法科大学院の未修コース（3年制）に限り、2
学年以上の者
・成績が優良で学費の支弁が困難な者
・採用された場合は、財団主催の諸行事に必ず出席しなければならない

学部765名
院123名

（前年度実績）
学部1名

2月 直接応募 （公財）キーエンス財団 給付 80,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

20歳以下（2019
年4月1日現在）

民間企業・団体の給付奨
学金との併用不可

○ ○
・2019年4月入学の新1年生で日本国籍を有する者
・経済的な支援を必要とする者
・給付期間中において、財団が定めるレポート等を期日までに提出できる者

125名程度 1名

2月 直接応募 （公財）日本通運育英会 貸与 30,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○
1,2年生

併用可 ○ ○ ・学部新1、2年生で、学術優秀、品行方正でありながら経済的理由により修学が困難な者 30名

2月 直接応募 （公財）戸部眞紀財団 給付
50,000円／月額（年額600,000円）
※併給（返済義務なし）の場合は半額と
なる場合がある

1年間 ○
3,4年生

○ ○
30歳以下
（2019年4月1日
現在）

化学、食品科学、
芸術学/デザイン
学、体育学/ス
ポーツ科学、経営
学

併用可
（ただし給付奨学金との
併給の場合は支給額減
額）

○ ○

・学部3年生以上または大学院生で、化学、食品科学、芸術学/デザイン学、体育学/スポーツ科
学、経営学の分野で修学している者（専門職学位課程は対象外）
・向学心に富み、学業優秀であり、かつ、品行方正であり、学資の支弁が困難と認められる者
・奨学金を得ることで、学業や研究により一層の深化、発展が期待される者
・採用された場合は財団が行う交流会に出席すること
・支給期間終了後、当該年度実績等を審査し、1年間を限度に継続を認める場合あり

37名程度

2月 直接応募
（公財）常磐奨学会
≪いわき市、北茨城市およびそ
の周辺地域≫

貸与
30,000円／月額（無利子）
理系：35,000円／月額（無利子）

最短修業年限まで ○ 併用可 ○ ○ ○
・福島県いわき市、茨城県北茨城市およびその周辺地域居住者の子弟
・筆記試験・面接あり

10名程度

2月 直接応募
上越学生寮奨学生
«上越市、妙高市、糸魚川市»

貸与
学部：70,000円／月額（無利子）
大学院：100,000円／月額（無利子）

貸付決定月から
最短修業年限まで

○ ○ ○ ○
・上越市、妙高市、糸魚川市のいずれかに3年以上住所を有した者で、かつ、そこに所在する中学
校または高等学校を卒業した者

学部8名
院0名

（前年度実績）

3月 大学推薦 YNU大澤奨学金 給付 50,000円／月額

3年間
（1年毎継続審査、

修士課程継続
あり）

○
2年生

給付奨学金との併用不可 ○ ○ ○

・平成31年4月現在、学部2年生で学力優秀かつ経済的理由により修学が困難な者
・引き続き横浜国立大学の修士（博士前期）課程に進学する場合は修士（博士前期）課程2年間も
支給
・採用された場合、大学が主催する奨学生の交流会等に参加することを義務とする

4～5名 --- 27名 7名 5名

3月 大学推薦 YNU竹井准子記念奨学金 給付 50,000円／月額
4年間

（1年毎継続審査
あり）

○
1年生

給付奨学金との併用不可 ○ ○ ○
・平成31年4月現在、学部1年生で母子父子家庭または両親のいない家庭の日本人女子学生
・学力優秀かつ経済的理由により修学が困難な学生
・採用された場合、大学が主催する奨学生の交流会等に参加することを義務とする

3名 --- 7名 4名 3名

3月 大学推薦 新入生スタートアップ支援金 給付 150,000円／一回 1回限り ○
1年生

入学一時金（入学料相当
額）が支給される給付奨
学金との併願・併用不可

○ ○
・平成31年4月現在、学部1年生で、学力優秀かつ経済的理由により修学が困難な者
・当面の間、世帯年収が200万円未満（税込）の世帯の者を対象とする

23名程度 --- 13名 12名 11名

3月 大学推薦 （一財）上田記念財団 給付
50,000円／月額
（4月・7月・10月・翌年1月に3か月分をま
とめて支給）

2年間 ○
3年生

○
1年生

学部23歳未満
院25歳未満（平
成31年4月1日
現在）

土木工学系 併用可 ○ ○

・平成31年4月1日現在、土木工学系の学部3年または大学院修士（博士前期）課程1年に在籍す
る者
・将来、土木工学を活かした職業に就職する意志を持つ者
・人物、学力ともに優れ、かつ健康であって、経済的援助を必要とする者

記載無 2名
学部1名
院1名

院1名 院1名

3月 大学推薦
岐阜県選奨生奨学金
«岐阜県»

貸与
32,000円／月額（無利子）
（日本学生支援機構奨学金貸与者は
16,000円／月額（無利子））

1年毎の継続審査あ
り

○

岐阜県高等学校奨学金、
岐阜県子育て支援奨学
金、母子及び父子並びに
寡婦福祉法による修学資
金との併用不可

○ ○

・岐阜県内に住所を有する者の子弟（本人のみ岐阜県内に住所を有する場合は該当しない）
・人物、学業ともに優秀であり、修学に十分耐え得る健康状態であること
・経済的理由により修学が困難であること
・日本学生支援機構の奨学金を併せて受ける場合は、減額して貸与
・成績基準：1年生－高校等最終学年評定平均3.5以上、2年生以上－前学年評定平均良以上
・経済基準：主たる家計支持者の前年1年間の市町村民税所得割額が304,200円未満

記載無 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦
（公益信託）日新製糖奨学育英
基金«東京都»

給付 30,000円／月額 最短修業年限まで ○
3,4年生

理・工学系 併用可 ○ ○

・東京都内に居住する者で理・工学系統の学部3、4年生に在籍する者
・学業・人物ともに優秀かつ健康な学生であって、経済的事情により修学の継続が困難と認められ
る者
・奨学生に採用された場合、贈呈式、懇親会に出席できること

14名 1名 1名 1名 1名

3月 大学推薦 （公財）伊勢丹奨学会 給付 30,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

商業、経済、経営
関係学部

併用可 ○ ○ ○
・学部新1年生で、高等学校最終2カ年の評定平均値3.5以上の者
・日本学生支援機構奨学金に準じた経済収入基準あり
・採用された場合、財団行事への出席が可能な者

8名 2名 3名 2名 1名

3月 大学推薦 （公財）小原白梅育英基金 給付 50,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

21歳まで
日本学生支援機構のみ
併用可

○ ○ ○

・家計基準が日本学生支援機構第一種奨学金の基準に準じ、その基準内であること
・学力基準が高校の評定平均3.5以上
・奨学生の集い等財団主催行事に必ず参加できる者
・染髪、髭、男子の長髪は不可
・品行方正で、礼儀、礼節、身なり、言葉遣いが財団の奨学生として相応しい者
・社会人として勤務経験のないことが望ましい

27名程度 2名 4名 2名 2名

3月 大学推薦 （公財）佐藤定雄国際奨学財団 給付
30,000円／月額
（初年度4～7月分を8月に、以降は偶数
月に2か月分支給）

2年間
○

2.3年生

理工系又はスポー
ツに励む者（全学
部対象）

併用可 ○ ○

・出願する年の4月現在において、学部2年生または3年生
・理工系の学部に通う学生で、品行方正、志操堅固、健康で学業成績が優秀な者又はスポーツに
励んでいる（全学部対象。全国大会レベル程度の戦績がある）者
・年収基準が父母の年収合計が税込800万円未満、就学中の兄弟姉妹が本人含め3人以上の場
合は、年収1,000万円未満を目途
・財団が実施する行事に参加するとともに、原則として年に1度の面接に応じることができる者

15名 3名 4名 2名 1名

3月 大学推薦 （公財）小堀雄久学生等支援会 貸与 40,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ ○
理工系（医・薬学
系を除く）

併用可 ○ ○
・保護者（家計扶養者）の年間収入（税込）は、1,000万円以下であること
・経済的な理由により、学資の援助を必要とする者
・学部生が在籍大学の大学院へ進学する場合は、更新手続きを経て修士まで貸与継続可

記載無 4名
学部2名
院1名

学部1名
院1名

学部1名
院1名

3月 大学推薦 （公財）樫山奨学財団 給付 40,000円／月額
最短修業年限まで
（継続審査あり）

○
1年生

日本学生支援機構との併
用可

○ ○ ○
推薦者

・学部1年生（再入学者、夜間の学部に在学する者は除く）
・学業・人物ともに優秀で、かつ修学可能な心身を持ち学資的援助を必要とする者
・財団が主催するオリエンテーション、各種行事、面談等に必ず出席できる者

41名 1名 3名 1名 1名

3月 大学推薦 富山県奨学生«富山県» 貸与
自宅：45,000円／月額（無利子）
自宅外：51,000円／月額（無利子）

最短修業年限まで ○
2年生以上

母子父子寡婦福祉貸付
金、貸与型奨学金、日本
学生支援機構奨学金との
併用不可（日本学生支援
機構奨学金のみ特例で
併用可となる場合あり）

○ ○

・富山県内に保護者等が居住している者
・学業成績が評定平均値3.5以上
・経済的理由により修学が困難であること：収入基準あり（一例）収入基準4人世帯：収入の目安
865万円
・日本学生支援機構奨学金との併用貸与を認める場合について、第1種のみ採用され①～③のす
べてを満たす者（若干名）
①学業成績、評定4.0以上②世帯の収入が非常に少ない③母（父）子世帯、保護者が長期療養者
あるいは障害者、災害等の被害を受けた世帯のいずれかに該当

65名 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦 （一財）清水育英会 給付 50,000円／月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

○

学部満23歳以
下
院満33歳以下
（2019年4月1日
時点）

建築、土木又は都
市計画等

併用可 ○ ○ ○

・出願する年度の4月現在、建築、土木又は都市計画等を専攻する学部2～4年生又は博士課程
前期に在籍する者
・成績要件が前年度までのGPA3.00以上
・収入要件の目安が給与収入世帯は世帯合計収入700万円未満、給与収入以外の世帯は350万
円未満

30名程度 3名以内
学部3名
院3名

学部1名
院0名

学部1名

3月 大学推薦
（公財）TAKEUCHI育英奨学会
«長野県»

給付
60,000円／月額
（4～7月分は8月に8月以降は2か月分を
隔月支給）

2年間 ○
2・3年生

○
1年生

機械工学、電気工
学、制御工学等

併用可 ○ ○

・出願する年の4月現在、学部2～3年生又は博士課程前期1年生
・機械工学、電気工学、制御工学等の理工系の学生で長野県出身者
・品行方正、志操堅固、健康で学業成績が優秀であり、学費が豊かでない者
・財団が実施する授与式・交流会に必ず出席できる者

55名程度 学内選考無 学部2名 学部2名 0名

3月 大学推薦
JEES日本語教育普及奨学金
（検定）

給付 50,000円／月額
最長2年間

（在籍期間中に
限る）

○ ○ ○ 併用不可

・2019年4月に学部または大学院に正規生として在籍し、日本語指導者を目指す者
・平成30年度に実施した日本語教育能力検定試験に合格した者
・採用された場合の受給期間が2019年4月より1学年相当以上ある者
・採用された場合、受給期間終了まで本奨学金を辞退して他の奨学金を受給することはできない

30名程度 3名程度
学部1名
院1名

学部1名
院1名

学部1名
院0名

3月 大学推薦 （一財）野﨑わかば会 給付 30,000円／月額 1年間 ○
3年生

理工学部　数物・
電子情報系学科

併用可 ○ ○

・理工学部数物・電子情報系学科の3年生
・成績優秀かつ人物に優れ、経済的に学業の継続が困難と認められる者で、かつ本法人の目的
（情報化社会のさらなる発展に向けた人材の育成および教育環境の充実）に合致する者
・採用された場合、認定証授与式へ必ず出席できる者
・年3回、奨学金受領書および近況報告用紙の提出あり

記載無 1名 1名 1名 1名

3月 大学推薦 （公財）日揮・実吉奨学会 給付 300,000円／年額（一括支給） 1年間 ○ ○ ○
30歳未満（2019
年4月1日時点）

理工系 併用可 ○ ○

・理工系学科または専攻の日本国籍をの者
・日本学術振興会特別研究員採用者および過去に当会の奨学金を受給した者は応募不可
・人物、学力ともに優れ、かつ健康であり、経済的に奨学金が必要である者
・採用後、当会が実施する面談に必ず出席できる者

記載無 5名
学部19名
院23名

学部2名
院3名

学部2名
院3名



【令和元年度　日本人等民間奨学金リスト】
　
※　このリストは、令和元年度に学内で募集実績のあった奨学金一覧です。今年度も必ず募集があるとは限りません。また、募集条件も変更になる可能性もありますので、必ず募集要項等で詳細を確認してください。
※　奨学財団から募集依頼がある度に、掲示板および学生支援課ウェブサイトでお知らせしています。

学部 修士 博士 研究生

案内の
あった
時期

申請方法 奨　学  会  等　名
給付／
貸与

金額　(円) 受給期間

その他の主な要件専門分野年齢
課程

併用条件
学力
優秀

経済
困難

面接

出　願　資　格　等
全体での
採用者数

大学
採用者数

大学
推薦者数

学内
申請者数

大学
推薦枠

3月 大学推薦 （公財）中部奨学会
給付／
貸与

学部生：給付・貸与35,000円／月額
修士：給付・貸与60,000円／月額
博士：給付60,000円／月額
※貸与は無利子

最短修業年限まで ○ ○ ○ 併用可 ○ ○ ・人物、学業ともに特に優れ、健康にして経済的理由により著しく修学が困難な者

学部：給付4名、
貸与8名

修士：給付2名、
貸与4名

博士：給付6名

学部、修士、
博士それぞれ

の募集人員数を
超えない範囲

学部12名
修士15名
博士3名

学部3名
修士1名
博士1名

0名

3月 大学推薦 （公財）日本証券奨学財団 給付

学部：自宅35,000円／月額
自宅外45,000円／月額
修士：自宅40,000円／月額
自宅外50,000円／月額
博士：自宅45,000円／月額
自宅外55,000円／月額

最短修業年限まで ○
2年生

○
1年生

○
1年生

学部22歳以下
修士25歳以下
博士28歳以下
（2019年4月1日
現在）

推薦人員2名中1
名は社会科学系
の法・経系専攻者

日本学生支援機構のみ
併用可

○ ○ ○

・学部2年生または修士および博士課程の1年生
・収入制限あり
・一定の職業に従事していない者
・推薦者2名中1名は社会科学系の法・経専攻者
・財団の各種行事等に必ず出席できる者

60名 2名
学部3名
院11名

学部1名
院1名

学部1名
院1名

3月 大学推薦
（公財）山口県ひとづくり財団
≪山口県≫

貸与 43,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○ 併用不可 ○ ○

・保護者が山口県内に住所を有している者
・向学心に富み有能な素質を有し、経済的な理由により修学が困難と認められる者
・卒業後、山口県内の企業等へ就職し、山口県内に定住（継続して5年以上山口県内に住所を有
すること）する意思のある者に対して「定住促進奨学金　月額貸与20,000円」を加算することも可

記載無 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦 （公財）みずほ育英会 貸与

学部：50,000円／月額（無利子）
大学院：60,000円／月額（無利子）
※奨学金はみずほ育英会事務局にて直
接交付

最短修業年限まで ○ ○ ○
日本学生支援機構のみ
併用可

○ ○ ○

・保護者年収目安900万円以下
・毎月上旬にみずほ育英会事務局で直接奨学金を交付（首都圏在学者のみ）
・毎年学業成績および生活状況報告書を提出
・財団主催行事への参加あり
・貸与奨学生のうち、主たる家計支持者の事情により、著しく学資の支弁が困難と認められた者に
対しては、選考委員会の審議を経て理事長が決定したうえで給付奨学金（学部生30,000円/月額、
大学院生40,000円/月額）が支給される可能性がある

記載無 2～3名
学部4名
院0名

学部1名
院0名

学部1名
院0名

3月 大学推薦 （公財）三菱UFJ信託奨学財団 給付 35,000円／月額 最短修業年限まで ○
2年生

満23歳以下（出
願する年の4月
1日現在）

経済学部、経営学
部、理工学部

併用可
（財団に届出必要）

○ ○

・出願する年の4月1日現在、学部2年生の者
・父母の税込年収合計800万円未満（ただし、就学中の兄弟姉妹が本人を含め3人以上の場合、
税込年収1千万円未満を目処）
・財団主催行事への出席を優先できる者
・健康で、学業成績、人物ともに優れている者
・将来、民間企業・官公庁・学校等に勤務して、産業・文化面で活動し社会に貢献しようと志す者、
またはこれらの活動に関連する学術の研究を志す者
・年１回、大学において財団との面談あり

記載無 2名 6名 2名 2名

3月 大学推薦 川崎市大学奨学生«川崎市» 貸与 38,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○
1年生

○ ○

・学部１年生であること
・保護者が川崎市に1年以上居住していること
・学資の支弁が困難であること
・学業成績が優良で性行が善良であること

10名程度 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦
（公財）北田奨学会記念財団
«福岡県»

給付 30,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

併用可 ○ ○
・福岡県内の高等学校を卒業した学部新1年生
・行いが正しく、かつ学業成績が優れており、経済的に困っている者

若干名 5名以内 1名 1名 0名

3月 大学推薦 石川県育英資金«石川県» 貸与 44,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○
日本学生支援機構との併
用不可

○ ○
・保護者が石川県内に現に引き続き3年以上居住していること
・勉学意欲があり、かつ、学資の支弁が困難な者
・年収の上限あり（募集要項参照）一例：4人家族　年収上限1,030万円程度

80名 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦
茨城県奨学生（在学採用）
«茨城県»

貸与
自宅：36,000円／月額（無利子）
自宅外：40,000円／月額（無利子）

最短修業年限まで ○
日本学生支援機構との併
用不可

○ ○

・茨城県内に居住する者の子弟であること
・前2カ年の成績評定が平均3.0以上であること。（特例あり）
・家計基準：家計支持者について、所定の基準以下の者（募集要項参照）
・申請時、留年者は申し込み不可

80名程度 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦
茨城県奨学生（入学一時金）
«茨城県»

貸与 240,000円／一回（無利子） 1回限り ○
日本学生支援機構一時
金給付（240,000円）との
併用不可

○ ○

・茨城県内に居住する者の子弟で、平成31年度に大学へ進学した者
・大学卒業後、茨城県内に居住し、茨城県内の事業所で就業する意思があること
・高校の最終2カ年の成績評定が平均4.3以上であること
・住民税非課税世帯（前年度課税の市町村民税所得割が0円）または生活保護世帯
・卒業後に茨城県に居住し、茨城県内で就業した場合に返還を免除する制度あり

14名 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦 （一財）ＪＰＣ奨学財団 給付
20,000円/月額
（3ヶ月毎にまとめて支給）

最短修業年限まで ○
2・4年生

30歳以下（2019
年4月1日現在）

理工系 併用可 ○
・2019年4月1日現在、日本国籍を持つ理工系の学部2年生または4年生であること
・学業、人物ともに優秀であり、健康であること
・財団主催行事へ参加が可能であること

36名程度 2名 10名 2名 2名

3月 大学推薦 （一財）北野財団 給付 30,000円/月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

○

学部満23歳以
下
院満28歳以下
（2019年4月1日
時点）

理工系（主に土
木・建築・都市計
画及び電気関連）

併用可 ○ ○ ○

・土木、建築、都市計画及び電気関連等を専攻する学部2～4年生又は博士課程前期に在籍する
者
・成績要件が前年度までのGPA3.00以上
・収入要件の目安が給与収入世帯は世帯合計収入800万円未満、給与収入以外の世帯は400万
円未満

30名程度 5名以内
学部8名
院10名

学部3名
院1名

学部1名

3月 大学推薦
(公財)米濵・リンガーハット財団
«鳥取県・長崎県»

給付 20,000円/月額 最短修業年限まで ○
2～4年生

○ ○

学部満23歳以
下
院満33歳以下
（2019年3月31
日時点）

併用可 ○ ○ ○

・鳥取県・長崎県内の高等学校等を卒業した者で、学部2～4年または大学院に在籍する者
・給与収入世帯の場合、世帯合計収入600万円未満、給与収入以外の世帯は自営業などその他
収入340万円未満とする
・成績要件は、原則、前年度までの成績が、GPA3.00以上の者

20名程度
（鳥取県10名、
長崎県10名）

学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦
JEES・ジョンソンコントロールズ
奨学基金【東日本大震災】

給付 50,000円／月額 1年間 ○ ○
理工系分野（機
械・電機・建築系
学部等）

貸与奨学金のみ併用可 ○ ○

・理工系分野（機械・電機・建築系学部等）を専攻する学部生または博士前期課程の日本人学生
で、平成23年3月11日に発生した東日本大震災により家計を支える方が被害を受け、経済的に修
学継続が困難な者
・ジョンソンコントロールズ㈱におけるインターンシップ（最低1週間）に必ず参加できる者

４名 何名でも 0名 0名 0名

3月 大学推薦
＜2019年度で募集終了＞
ＪＴ国内大学奨学金

給付

自宅：50,000円、自宅外：100,000円／月
額
授業料270,000円×2回／年間
入学金300,000円
自宅外生のみ入学一時金300,000円

最短修業年限まで ○
1年生

20歳未満
（2019年4月1日
現在）

8月以降の併用不可 ○ ○ ○

・2019年4月現在で学部1年生
・世帯収入が、給与の場合は年収400万円未満、給与以外の場合は所得200万円未満、給与と給
与以外の両方の場合は合算した金額が400万円未満
・8月以降、他の奨学金の支給を受けない者（貸与型奨学金、授業料免除、一時金等の併用も不
可）
・修士（博士前期）課程への進学を希望し、かつ進学理由や学業成績が優れた奨学生について
は、別途審査のうえ、最長2年間、同額の支給を継続する
・アンケート等への回答、及び寄付者が主催する行事に参加すること

10名程度 1名 3名 1名

1名
上記のほか
高校予約者

1名採用

3月 大学推薦
（公財）宮崎県奨学会
≪宮崎県≫

貸与 25,000円／月額（無利子） 最短修業年限まで ○
1年生

給付奨学金との併用可 ○ ○
・宮崎県に本籍を有する者または本人の主たる生計維持者が宮崎県内に居住している者
・平成31年4月に入学した者で経済的理由により修学困難な者
・在学生で希望する場合は個別に問い合わせ

5名程度 学内選考無 0名 0名 0名

3月 大学推薦 （公財）村井順記念奨学財団 給付 学部生：30,000円／月額 最短修業年限まで ○
1年生

工学系
日本学生支援機構のみ
併用可

○ ○
・神奈川県内の大学において、工学系の学部で学ぶ学生
・学業優秀、品行方正、身体強健でありながら、経済的理由により修学が困難な学生
・財団主催行事（原則年1回）には参加して意識高揚に務めること

10名程度 若干名 4名 2名 2名

3月 大学推薦 （一財）鷹野学術振興財団 給付 50,000円／月額（年間600,000円） 1年間 ○
1～3年生

○
1年生

科学技術関係
日本学生支援機構のみ
併用可

○

・2019年4月1日現在、学部1～3年生もしくは大学院修士課程1年生に在籍している者
・科学技術関係（電気電子工学、光学関連、画像処理関連、機械工学、物理学、情報工学、材料
工学、化学関連、医療機器関連、健康・福祉関連、環境・エネルギー関連、農学・機能性食品等）
を専攻している者
・卒業後は製造業への就職を希望している者
・過去に当財団の奨学生に採用されたことがない者
・採用された場合、東京で行う奨学生決定通知授与式に必ず出席できる者

若干名 学内選考無 0名 0名 0名

3月 直接応募 （一財）鷹野学術振興財団 給付 50,000円／月額（年間600,000円） 1年間 ○
1～3年生

○
1年生

科学技術関係
日本学生支援機構のみ
併用可

○

・2019年4月1日現在、学部1～3年生もしくは大学院修士課程1年生に在籍している者
・科学技術関係（電気電子工学、光学関連、画像処理関連、機械工学、物理学、情報工学、材料
工学、化学関連、医療機器関連、健康・福祉関連、環境・エネルギー関連、農学・機能性食品等）
を専攻している者
・卒業後は製造業への就職を希望している者
・過去に当財団の奨学生に採用されたことがない者
・採用された場合、東京で行う奨学生決定通知授与式に必ず出席できる者

若干名

3月 直接応募 （公財）野島財団 給付 50,000円／月額 最短修業年限まで ○
2年生

併用不可 ○ ○
・2019年4月時点で学部2年生であること
・学業に対して熱意をもって取組、社会に対する貢献意欲の高い者

7名

3月 直接応募
（公財）沖縄県国際交流・人材
育成財団«沖縄県»

貸与
学部：45,000円／月額（無利子）
修士：70,000円／月額（無利子）
博士：80,000円／月額（無利子）

最短修業年限まで
(1年毎の継続審査

あり)
○ ○ ○ 貸与奨学金との併用不可 ○ ○

・沖縄県内に住所を有する者の子弟（両親又はいずれかが沖縄県内に住民登録していること）
・成績が特に優秀な女子学部生1名は「ひめゆり同窓会奨学生」として採用されることがある
・成績が特に優秀な大学院生は「㈱琉球銀行又は㈱沖縄銀行委託給与奨学生」として採用される
ことがある

学部107名程度
院9名程度

3月 直接応募
公益信託池田育英会トラスト
«愛媛県»

給付
17,000円／月額
（7月・1月に10万2千円を給付）

最短修業年限まで ○
2年生以上

○ ○ 併用可 ○ ○

・学部2年生以上または大学院生
・愛媛県内の高等学校を卒業した者、または保護者が愛媛県内に居住している者
・学業、人物ともに優秀で、経済的支援の必要な者
・推薦者（担当教員等）経由で結果を通知

5名

3月 直接応募
（一財）トヨタ女性技術者育成基
金

貸与 600,000円／年額（実質無利子）
在学期間中

(留年は不可）

○
1年生

編入3年生

工学系 併用可 ○ ○

・日本国籍を有し、応募する年の4月現在、学部1年生の女性、または応募する年の4月に高等専
門学校から編入し学部3年生として在学する女性
・学業成績優秀で、当基金の主旨に賛同し、将来製造業社でものづくりに関わる女性エンジニアと
して活躍していく意欲、熱意のある者
・当基金又は参加企業が主催する育成プログラムに参加できる者
・卒業後、対象会社の採用試験を受け、対象会社に入社または他の参加企業に入社した場合は
全額免除、他の参加企業以外の製造業社に入社した場合は半額免除の元金返済免除制度あり

116名

3月 直接応募
福井県ものづくり人材育成修学
資金 貸与

60,000円／月額（無利子）
最短修業年限まで ○ ○ 理工系 併用可 ○ ○

・2019年4月時点で理工系大学院に在学（見込み含む）する者
・社会人入学試験により入学した者でないこと
・全国の理工系大学院生を対象：福井県のものづくり企業（募集案内参照）に勤務して、研究開発
業務に従事することを希望する者であれば、福井県出身者かどうかは問わない
・大学院修了後、福井県のものづくり企業に7年間勤務した場合、返済を全額免除
・本人や親の収入による受給制限なし

15名程度

3月 直接応募
（公財）志・建設技術人材育成
財団«兵庫県»

給付 500,000円／年額
最短修業年限まで

（在学年毎）
○

1年生

建設系（建築、土
木）

併用可 ○
・兵庫県出身で、建設系（建築・土木）の学部で学ぶ学部１年生
・大学卒業後、兵庫県内の建設系企業に就職を希望していること

5名

3月 直接応募 （一財）神山財団 給付
200,000円／年間
（年1回の一括支給）

2年間を限度 ○
1年生

35歳未満（2019
年4月1日時点）

絵画 △

・大学院で絵画（油絵・水彩画・日本画・アクリル画・テンペラ画・フレスコ画・版画など、具象が望ま
しい）を制作している修士課程1年生であること
・財団主催の成果展に出展すること
・奨学生に認定された後、自身のプロフィールに「当財団からの支援経歴」を記載すること
・将来的に美術を通じて日本社会の発展に貢献する志を持っていること

20名程度

3月 直接応募 （公財）古河記念基金 給付
自宅：30,000円／月額
自宅外35,000円／月額

最短修業年限まで
（最長6年）

○
2年生以上

○ ○
理工系（特に金属
その他資源関係を
優先）

○ ○

・日本国籍の学生で2019年4月現在、学部2年生以上または大学院に在籍する理工科系専攻（薬
学系含む）の者
・金属その他資源関係の学生を優先とする
・学業成績や取得単位数が優秀で、卒業までの進級が十分見込めること
・家庭の経済状況が、2018年の年収900万円を超えないこと（税込み、年金収入および兄姉の収
入は算入しない）
・採用された場合、奨学金支給願書、保護者の前年収入証明書等の必要書類の提出あり

記載無

随時 大学推薦 JASSO支援金 給付 100,000円／一回
同一の災害
につき一回

○ ○ ○ 併用可 ○

・自然災害等の発生により、居住する住宅（学生が学生生活の本拠として日常的に使用している
日本国内の住宅をいう）に半壊(半流出・半埋没及び半焼失を含む）もしくは床上浸水以上の被害
を受けた場合または自然災害等による危険な状態が発生し、自治体の避難勧告等による住居へ
の立入禁止等が1か月以上継続した場合
・学修に意欲があり、修業年限で学業を確実に修了できる見込みがあると学長が認める者
・入学前、休学中、成績不振により留年中に発生した災害は対象外
・申請は随時受付（自然災害等の申請事由の発生月の翌月から起算して3か月を超えない期間内
かつ在学中であること）

記載無 学内選考無 1名 1名 1名

随時 大学推薦
石川県育英資金«石川県»
【緊急採用】

貸与 44,000円／月額（無利子）
採用決定から

採用年度末まで
（継続申請あり）

○
日本学生支援機構との併
用不可

○ ○

・保護者が石川県内に現に引き続き3年以上居住していること
・家計が急変した者（主たる家計支持者の解雇、早期退職、再就職したが収入が著しく減少、死
別、離別、破産、病気、事故、会社倒産、経営不振、火災、風水害、震災等の災害等）
・願書は随時受付

5名以内 学内選考無 0名 0名 0名


